
（別表１） 【地域医療介護総合確保基金】

1 事業区分 2標準事業例
3 物価高騰を
反映した単価

4 標準単価
（１㎡当たり）

5 基準面積 6 補助率

Ⅰ病床の機能・分化・連携のために
必要な事業
（１）医療提供体制の改革に向けた
施設の整備等

５病床の機能分化・連携を推進
するための基盤整備

558,000円 484,000円
１床当たり25㎡
×整備病床数

2/3

（注）１　第３欄に定める単価は、当該事業における支給額を算定する際に、限度となる単価である。 

　　　２　実際の建築単価が第４欄に定める標準単価を下回るときは、当該給付金を支給しない。 

　　　３　実際の建築単価が第３欄に定める単価を下回り、かつ第４欄に定める標準単価を上回るときは、当該建築単価を限度とし、

　　　　　当該建築単価と第４欄に定める標準単価との差額により支給額を算出するものとする。

　　　４　第５欄に定める基準面積が都道府県事業として実際に補助された面積を上回るときは、都道府県事業で補助された面積を限度とし、

　　　　　また、第５欄に定める基準面積が都道府県事業として実際に補助された面積を下回るときは、当該基準面積を限度とする。
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